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Studies on treatment of ammonia in seawater with electrolysis (1) 
 

















 陽極；Cl-  → 1/2Cl2 + e
-       …[1] 
陰極；H2O + e
-
  → OH- + 1/2H2   …[2] 
＜アンモニア分解反応＞  
 Cl2 +  H2O  → HClO + HCl       …[3] 
 HClO  → HCl + (O)             …[4] 


























 海水（近隣の海で採取した海水）、粒状大理石（和*  原稿受付 平成 30 年 10 月 31 日 
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流速；電解槽への海水流入； 45～48 L／分 
活性炭槽への海水流入；1.5～1.8 L／分 
電解条件；電流 1.44～1.50 A 、電圧 3.1～3.6 V 
(2)粒状大理石を用いた pH低下防止の検討 
＜バッチ法＞ 











また、水槽の海水中の Mgと Caの濃度を AASで分析
した。 
(3)陰極表面の白色析出物の同定 
































































Mg2+ + 2OH－ → Mg(OH)2↓     …[6] 







が陰極表面に Mg(OH)2 として析出したと推定された。 
なお、析出物の同定については 3.2.1で述べる。 
 






















Na+ 10.56 Cl- 18.98












度は、当初の 403mg/dm3から 462 mg/dm3に増加した。
これは、中和反応（次式）により Ca2+が溶出したもの
と考えられるが、魚に影響する増加レベルではない。 























水槽に海水 20L を入れ、電解槽に流量 9 L/min で循
環させながら 24時間連続的に海水の電気分解（定電













































Mg 濃度を AAS で分析した。そして、分析結果から各













































































































5) 特開 2000-104192、「電極板の不要付着物の除去 
方法」 
6) 特開 2009-55821、「魚介類を生存させるための海
水浄化装置及びその海水浄化方法」 
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